






































































（ 3 ）であり，経済的に特徴付けるのは（ 4 ）であるが，二つの革命が
勃発する時期は各国ごとに異なる。すなわち，（ 5 ）革命は資本主義の母
国英国ではすでに17世紀に，フランスでは（ 6 ）年に，後発国ドイツで
は「不徹底な」革命が（ ７ ）年に，日本はさらに遅れて（ 8 ）年に起




その本格的な確立は（ 12 ）世紀中頃のフランスにおける（ 13 ）思想を
経て，（ 14 ）開始期の1776年に出版されたアダム・スミスの主著（ 15 ）
を待たなければならなかった。彼らが追究したのは，（ 16 ）の源泉と性質




























































（ ７ ）に入る。これらの（ ７ ）の総体は，社会の経済的構造を形成す
る。これが実在的（ ８ ）であり，その上に一つの（ ９ ）および政治的
（ 10 ）がそびえ立ち，そしてそれに一定の（ 11 ）が対応する。人間の
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意識が彼らの（ 12 ）を規定するのではなく，彼らの社会的（ 12 ）が彼
らの意識を規定する」。この場合，（ ６ ）と（ ７ ），および（ ８ ）と
（ 10 ）は，相互に制約・規定される関係にあるとされる。社会の変革は時
代の意識からではなく，（ ６ ）と（ ７ ）との矛盾・衝突から説明される
ものとされ，これまでの（ 13 ）の４つの継起的諸段階（時代）として，
























クは，スターリン憲法（1936年）が「（ 29 ）」を宣言したころ，（ 30 ）






















マルクスは，（ １ ）年の主著『資本論』に先立つ（ ２ ）年の著作『経
済学批判』の「序文」で自己の経済学体系を次のように構想した。「すなわ
ち，資本，土地所有，（ ３ ），（ ４ ），外国貿易，（ ５ ）という順序で考
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間は，彼らの生活の（ ８ ）において，一定の必然的な彼らの（ ９ ）か
ら独立した諸関係に，すなわち，彼らの物質的（ 10 ）の一定の発展段階
に対応する（ 11 ）に入る。これらの（ 11 ）の総体は，社会の（ 12 ）
を形成する。これが実在的土台であり，その上に一つの法律的および
（ 13 ）な（ 14 ）がそびえ立ち，そしてそれに一定の（ 15 ）が対応す
る。人間の意識が彼らの（ 16 ）を規定するのではなく，彼らの社会的
（ 16 ）が彼らの意識を規定する」。社会の変革は時代の意識からではなく
（ 10 ）と（ 11 ）との矛盾・衝突から説明されるものとされ，これまで



















ること，（ 33 ）においては顕微鏡や試薬に代わる（ 34 ）が必要である

















マルクスは，その主著（ １ ）に先立つ1859年の著作（ ２ ）の序文で
自己の経済学体系を次のように構想した。「すなわち，（ ３ ），土地所有，
（ ４ ），国家，（ ５ ），世界市場，という順序で考察する。はじめの３項






に（ 11 ）の分析がそうであること，その著作の主題は（ 12 ）とこれに
対応する生産ならびに交易諸関係であること，その「（ 13 ）場所」はイギ
リスだからイギリスを「主要な例証」として，最終的には「近代社会の
（ 14 ）を明らかにする」ことを目的としていること，方法論的には「（ 15 ）
の発展をひとつの（ 16 ）と理解する立場」に立つこと，「（ 17 ）の分析
には顕微鏡や試薬に代わる（ 18 ）が必要」なことなどを強調している。
『資本論』が（ 11 ）の分析から始めているのは，それが資本主義社会で
の（ 19 ）の存在形態だからである。（ 11 ）は２要因を持つことによっ
て（ 20 ）一般とも（ 21 ）とも区別されるが，この２要因は（ 22 ）に
対応している。現物形態としての（ 23 ）と対照的に商品価値は自ら自身
を表現することはできず，他の（ 23 ）の姿を借りて表現するほかない。
この（ 24 ）の展開は４段階に分けて説明されるが，その第２形態は（ 25 ）
であり，また第４形態が（ 26 ）としての第３形態から区別されるのは，
ただ商品生産者相互の（ 27 ）によって貴金属が排他的に（ 28 ）の地位
につけられたことだけである。「いかにして，（ 29 ），何によって」という
（ 30 ）の論理は，（ 24 ）論と（ 11 ）の神秘性を説く（ 31 ）論，そし
て商品生産者相互の（ 27 ）が問題となる（ 32 ）において与えられてい
ると見ることができる。（ 11 ）の神秘化は，物的形態で現れながら人間労




の下での私的所有と（ 38 ）による。（ 38 ）は，交換によって社会的総
労働の諸環として実証されるほかない。（ 31 ）に支配されない透明な生産
関係の具体的例としては，（ 39 ）の世界のほか	，中世封建制社会と（ 40 ）
で労働する（ 41 ）の結合体ないし（ 42 ）が挙げられる。ところで，労















































10・1/2ｐと定めてきた。（ ６ ）という形態変換，すなわち（ ７ ）は，
（ ８ ）の極と（ ９ ）人の登場人物からなる二幕の劇にたとえられる。こ
の（ ７ ）を媒介するのが（ 10 ）としての貨幣の機能である。流通界に









（ 17 ）Wertzeichenは，卑金属の（ 18 ）を経て，最後にまったく無価値





渡と（ 24 ）との時間的分離から生じる（ 25 ）機能が重要である。販売
と購買の関係は，ここでは（ 26 ）関係となり，貨幣はまず（ １ ）とし
て，次に（ 26 ）として，最後に（ 25 ）として三重に機能する。諸支払
いの連鎖と集中により相殺額が現金を節約することになり，こうした
（ 25 ）機能から発生する（ 27 ）はより高い社会的信用に代位補完され































『資本論』が（ １ ）の分析から始めているのは（ １ ）が資本主義社会
での（ ２ ）の存在形態だからである。（ １	）は２要因を持つことによっ
て（ ３ ）一般とも労働の投下された（ ４ ）とも区別されるが，この２




の（ ８ ）によって貴金属が排他的に（ ９ ）の地位につけられたことだ
けである。「（ 10 ），なぜ，何によって」という貨幣生成の論理は，（ ７ ）
論と商品の神秘性を説く(11)論，そして商品生産者相互の（ ８ ）が問題










る（ 20 ）の劇にたとえられる。この商品の変態を媒介するのが（ 21 ）
としての貨幣の機能である。流通界における必要な貨幣(金)量は，商品価
格総額を貨幣の（ 22 ）で除した式	 	で示されるが，この場合，
あくまでも商品価格総額がＭを規定するのである。（ 21 ）としての貨幣は
（ 23 ）の形をとって流通するが，（ 23 ）は流通過程で自然に摩損して名
目金量が実質から乖離し，象徴化が進む。こうした摩損による価値章標は，
（ 24 ）の価値章標としての補助鋳貨を経て，最後にまったく無価値な国家




貨幣があるが，さらに商品譲渡と（ 29 ）との時間的分離から生じる（ 30 ）
機能が重要である。販売と購買の関係は，ここでは（ 31 ）関係となり，
貨幣はまず（ 15 ）として，次に購買手段として，最後に（ 30 ）として
三重に機能する。諸支払いの連鎖と集中による（ 32 ）が現金を節約する
ことになり，こうした（ 30 ）機能から発生する商品所有者間に流通する





























































































































































値率＝（ 5 ）/ｖ＝剰余価値/（ 6 ）＝剰余労働時間/（ 7 ）＝不払い労
働/（ 8 ）と表現することができる。
労働日の最小限度は（ 9 ）時間にまでは短縮されず，最大限度は肉体的





























を（ ２ ）剰余価値と呼び，所与の（ １ ）おける必要労働時間の（ ３ ）
とこれによる（ ４ ）との割合の変化から生じる剰余価値を（ ５ ）剰余
価値と呼ぶ。必要労働時間の（ ３ ）は，労働力価値の諸要素を形成する
（ ６ ）諸商品の低廉化によってもたらされる。つまり生産力の増大が一般




個別資本は，その商品の個別価値と（ ９ ）との差額を（ 10 ）として取
得することができる。少なくとも，高い生産力の個別価値＜（ 11 ）<社
会的価値だから，（ 11 ）―高い生産力の個別価値＝（ 10 ）となる。新
生産方法が普及し一般化すれば，（ ９ ）が低下した個別価値を新水準とす
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るから（ 10 ）は消滅することになる。こうして（ 12 ）の上昇が労働力
の価値の諸要素をなしている諸商品を低廉化させたときに初めて（ 13 ）
の増大が起こるのである。商品の価値は，したがって労働力の価値も，労
働の（ 12 ）に反比例するが，（ 13 ）は労働の（ 12 ）に正比例する。
相対的剰余価値の生産方法は，歴史的には３段階の発展を経る。すなわ
ち，第1に（ 14 ），第２に分業に基づく協業，つまり（ 15 ），第３に産
業革命後の（ 16 ）である。協業は，分散した個々の労働の総和を超える
労働の（ 17 ）を生み出すが，資本主義的協業においてはこの労働の社会
的生産力が（ 18 ）として現象する。（ 15 ）には，二重の発生起源を持
つ二つの形態が存在する。（ 19 ）と（ 20 ）が，それである。それはい
ずれも，人間をその諸器官とする一つの（ 21 ）として労働生産力の上昇
をもたらすが，（ 22 ）に依存した狭隘な技術的基礎下で社会的生産を全面
的に変革するにはいたらなかった。（ 16 ）は，（ 23 ）・伝動機構・（ 24 ）
という機械体系から成り，この客体的機構が労働者から自立し，（ 22 ）を
不用化して旧来の生産方法を駆逐するため，これへの反発が（ 25 ）を引




ては，賃金は（ 29 ）として現象するが，労働そのものが（ 30 ）の実体
であるから ｢労働の価格(価値)｣ というのは同義反復で無意味である。
（ 31 ）と（ 32 ）との同一視こそは，古典学派の混乱の原因であった。
（ 33 ）と（ 34 ）という賃金形態は，いっそう支払い労働と(	35 ）の関
連を見えなくさせる。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）労働日　　（2）絶対的　　（3）短縮　　（4）剰余労働時間　　（5）相対的　
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（6）生活手段　　（7）低下　　（8）個別資本家　　（9）社会的価値　　（10）特別
剰余価値　　（11）販売価格　　（12）生産力　　（13）相対的剰余価値　　（14）
単純な協業　　（15）マニュファクチュアー　　（16）機械制大工業　　（17）社
会的生産力　　（18）資本の生産力　　（19）異種マニュファクチュアー　　
（20）有機的マニュファクチュアー　　（21）生産機構　　（22）個人的熟練　　
（23）原動機　　（24）作業機				（25）ラダイト運動　　（26）絶対的剰余価値
（27）実質的包摂　　（28）労働力の価値　　（29）「労働の価格」　　（30）価
値　　（31）労働（労働力）　　（32）労働力（労働）　　（33）時間賃金　　
（34）個数賃金（出来高賃金）　　（35）不払い労働
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The	Written	Examinations	on	the	Subject	“Social	Economics”
Mitsutoshi	OZAWA
《Abstract》
The	author	of	this	text	is	a	professor	of	the	lecture	on	the	subject	“Social	
economics”.	Up	to	now,	I	have	done	the	written	examination	to	confirm	
student’s	understanding	lebel	of	my	lecture.
This	paper	tells	the	examination	contents	with	correct	answers.
The	contents	are	as	follows.
1.　Generation	political	economy	and	divergence
2.　Commodities	&	money
3.　Transformation	of	money	into	capital
4.　Value	formation	and	proliferation	process
5.　Production	method	of	surplus	value
